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集募員職市良ズ'"刀て
平成"年度事良市環員~.候綱告を次の要舗で・.しま> . 受畿.望者 '"月 1 日から 9 1'J 12臼までに

荷役 所人 ・開閉帽岡田医師員会へ字削してくどさい四回咽いま.N. 

1・・録周予定人員l
制 岡山…5人， .. 査資制

本市への温衝が可能で次¢脅惨事件を揖たす人たど

し 旭j町公務飼主主に定める欠絡条項に放句する人"受験で

きまぜん.

〈保健婦(土))

昭刷..月 2日以降に白川人で保健樋{ 却の

処置字をも勺ている人 重文"平成'"'手の回現伝説.，よ旬.

.錫{土}の免併を取得する抱込みの人

〈理学.釜士〉

昭桝年4月2日以降に生まれた人で酔船，，"免

許をもってLる人 または平成101f-の困家試般により哩争

相 ム 叩 糊 する山人

{銀m混臓}
〈鰍 1次区震〉

9 1121山市崎4 帥洲市役所で筆記 間 金

行い，す.発表は 9月下旬に市役所醐ii<!iI附すると

，もl合合iかかわらずみ人に通知します.

'a，次位厳〉

1011 '1'旬に第 1 次帥合 I~NHt恥時棚刷費}

t，:~を行います. 発夜は"月下旬に.，次伏線と阿僧に行
います

， .. 横手続】

〈民躯実..扇串込用紙〉

8 II U帥から市役柄中州市川副柏市職員怪

附輔副会で崎L..L..l什.

〈受S貧困脚治受付割問引間 ‘所〉

9 I! 1目、 9月四{土日臨時く)に命役所人

e思内内良市機貝佳""武線委附会で午謝9時 午後5時に

受け付けします

〈廊使による申込用医の湖震と...し必み〉

あて".思健司島吟を明記した返信制封筒を向"のうえ

制 1.f; li受蜘し込みをして〈問、 .そd際刊の

褒ド『申込m紙鵡 .<Jま又"r受験申込.Jと.字で密、

てください.

会t 申込同級金 1~量破求のとき" 定調診で3“州 受

験申し込みのと j舎は師で3酬の切"ぞれ刊の返

信用賀簡に貼 3てくだ曾い。

受験"込みの湯川 91110日川?の欄印のあるも

のに限旬受け付けますA

.，・学療法士一 i人

くわしく俗下回で肌噛同てください.

'f 63()~ A "L..:.1>}':酬一丁目団 1¥J"祭典市役所命長

州 人事課内朝刊刷用醐制会 (ft34-11

" ・代表内線2lJI' 213、1'734-4706-...1
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三条文協商丁目1.1

欄センターに問問-T即

時間 (二吋ー了目 1

坐 堕笠t::.-':$'-盟笠主主ーナー
担一
コ

間一
の

開
康

問
健

省かれることがあ旬 ますj 太・"人倫

ト帆でIlIHIれ 11' . ~.---.o(・

以，.入居和JJ.'J11別 IIJ.:la，生Sれ

だ人1.8 I1 f・01'.矧・を侮遜しSすの

で句向・さずにE亘・・III"'UI~ぞく♂

きい “..の人宇舎・・"ふt!"-..y
受?る健会のなι人11，~，この興会』安
げる.弓に Lてuてきも

・とき… 911111:>干一 Il!12Il日l幻 ・とこ

ろー相暗酬欄{略立制瞬時"

...制一鑑刺

..えきりの人に鶴岡輔脚直

.・柑鴎L酬します

問。叫 t唱団同人 同し

曲 一閉め人が師同信号酬Jt.&IIl""'，

・稲田に闘再開湿ししH 目

各締検...の記録などを.、て 健康

管";:n:~.ててくだきt

明 叫 tのλ 叩<tll!-n，人
" 市使命健康潮皐課お'"各企処.何時"C
へ・料

.J;J....情昨 1114-.111<1>1， RIUI 

h&H村 刊 日 以 降 晴 人滑なr
で刷会、人【開会ゆ 惨内密 制

tt.. a.Jl叫臥耐刊糟

.. ・日 間 ，.，nn:;jf..HU:1l

~ 
間 受付師刷桝叶O桝

l ε ・I 企』 ろ l
l iι".IH 刷 I 'H_~H.~'I健電信シ， 一 l

rーーで--τE一一一一一一一一一

栂鮫鬼健康乳

行い H
同 a院…Jペ ル タ Jシ附句日時同月

以上倒か月"陶のFで ，険金見主前胃 1
肘qいて崎佳の子

〈要時間い子>J: !年岡山村?

"れれん) t)，二 Lたf 眼健怜魚肉付

、れんと診断されと渇作は この際りでu
，、 Iポリオ砲し^'はしか，.. 

L.<.， !Jfcふて均ぜ必ずぽ弓，うの予防

嬉姐金金けてから各4温調 ぞの.の子防

.・&安けてか旬 l週間た勺ても傘、子

市 肺 炎，nB:."夕刊の酬を受け

託子r:31i完了後，.関あげて(I!~ も

X<<'Lん凪" お佐ふ〈含ぜ"1"1'
うそろ !ドゴ衡問口備の・，"'ト

てから‘週間丘、て"，-".f- 重た窓綜な

どのだれ請がと<.蜘付勺れる・

合はそれ字削曾闘い Id，¥!-IifJ!' 

，句.寸活安零時しん州ゥて念ら 2

週間たてもい子什晴間酬を

行うこと拘引な暗にある(- . e 
eととろ.，."t"jI< .臥唱団一州南

険金襲、

116 /)1月宅駐日診と妊産・fM健~

1即時閣

同 .刊 8'f11I'1-.1M){下問..
岨 円村 8I1 J日以.め帆肘ど

でいは主催念場 へ …

It....!'lf+岡山窃"眼目.

保健指4・
鍾 - 縄.. 参
同.-IiO:::鍋闘会場へ

帽..c隆司桝柑

【鳳，.出】 耐岡崎酬進良、

間 町内時期

「 t ・一一一一， 0τ" 
1 • E!. lL目，，，..21四 !傑櫨，シ，.， 

3 鰭 E か月児健~

-内調一酋

炉問. 守F!I;6・2用金まれの不岡信事

岨刊す. .月日以慢の・~J. II'-' ど

で橿仲川師会ψ 岬 醐

.lII!iJ. itlnUI 醐酬..剛

醐ロ酬叫.時制四H

..，8同一市健所醐叫ト

間 町 内1炉 開
l ， . とζ ろ 1

1ltl. '"J附則 l保駅けー l

町 民 ν と訂正
8)ll~"'~ J.ん刀よ句 2 幽 t 鍋債の

写寓.明 I闘す銅造陣奇術晦守織"・

.~)J IJ. I師同築制恐怖

{・・:1<"'1院句でした

幻穫"して訂正Lます

時間肝酬時開似て〈悶れ

基本健康彦査と大腸がん検惨

扇集中号".(凪・f，:!;'<tili哩側冒司聞の角換期姥

見.環思肝.息の予防l":<して，人

傑恒ま"'酒量tニ・イき，・'H
惨肉.… u‘..・.傘z 開B 輸尿血

序測定内終.，興fI..~貸金血・検金

4レ電図検企 鼠虚検><自也.'η凋隔で s 

か月児健~
・冊 一吋9'.5111"，11>.叫...
繍困…醐‘か月 "，.， 1，11 から tか111'

内 "，."，:1過旬 ますが 8 11 1日以降m

a入，令どで，.会し人" 市俊岡野..噌

... 附曹ト .n:!団附柵.

. .曲酬一 市附叫畷剛 川

，・・…銅白書. 的H ・ .網・…録料

.. 乱、倉同 一市役所健康...へ
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ツベルクリン反応横目l'BCG鰻祖
酬附 め た の ツベ..， ，! ~時世

金し "僚に隊"のと tllBCG線復.

自
主
主

τ?鴎

中 央公民 館 主 催事 禦

クラシック音楽入門講座E
~アンゲンカ'f.;o.;.請をしみ~

ンヲμ り飼い を楽しんでもらL啄 T，

1受薦問1無料

【定 "1 loil.Jはよ3犯人

1・ U 込.， 往復"が ~I: ， .座名住所氏名字信

書停を奮いて 9月 1"までに.帯で 中央公罵鏑

上ニ条町 23-4 n26-6506)へ多」崎合は

9 I! 5日l珊 でよ開糊
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要i主意
伊戸李7月-9月に0げて食中高が多発していま. 棟因刀多く" 食晶の加黙不十分

台所調理窟異から食昼への三次汚染調理する人の手緬t.l'Sの食届弓後調理後ゆ安崎

潤股置砿ど1とよる倉中竃歯車の付着 .殖b要因に忽ってし四費す.

酔酔発シーズンをむたは家庭で日院とに十分潤しましょう.

-・・.......................................

家庭における食中毒予防のポイント6

3長
<<，..(-)~も残コた食昌
，倹った食品 4され叫同時。て保存しまた 早

〈冷えるよう l 洩"，n'I:~ 分けにして保存しましょ
う

，温め.す時も十分』加熱しましょう.めやすはち℃

以上です.味噌汁やスープな出帽する打開Lま

Lょう.

，時岡地喰九過ぎ まと ちょ勺とでも怪しいと患った

ら 食~ずに俗てましょう.

'<<，..(ソヤ、倉昌の鴎入時
"開..慢など企画事認し 衡鮮な拘を.入しましょう.

， ttdf.' tt.など<岳要な食品" 買い物の.後にL
2刊〈附トて崎属医叶帽に入れま LJ 1. 

守t，..(-)~'l.家庭での保存
..  縦.の過E引手鏡2・です.早tごめ i切るようにしま

しaう.またこ ビニール袋や事野にAh 船内どがか

から傘、ょう』しまLょう.

， 肉 魚 " など本 取り鰻う前後t 必ずtiltんです

をめ'.卜柑*で前途cHょう

1，..(ソ守、下傘傭

，よ〈手4拍車し山
，斧戸別a水質に十分気，つげましzう

，生白蛸五掬肉，俗晴，禍魚射e刊切令叫た後伽の包町丁創吋1まg
附~ど使働L 制る叫k き刊らに拍?廿町すh• ， .<<<11 閣僚のゆ司子レ;.-;;"t"n，'， *岬って

附議する吻合"暗闇.，入札献を健，''t Lょ
う帆酬を織り返す叫酬刊でやのまし山

，..情噛 肘出 合 わ た 織 す れ 酬 とit*"
よく;t.'1:しけ包了蛸，刊な出.った

削酎判ふさA-liiJI自動こ噌つけ込"'淵制
R院があります.たわしゃスポJ ン11，:o鴻すればより安

全です.

~，ツT ‘寓理
，タオルやふさw使いてi*Q;(与ものと受検し

まし孟う.
，十分ド侃無しましょう.めやすは やも俸の

町内℃で1分以上です・ -
，時uゆで刊るよう批判冷酬に // ; 

入れ札け.""調理すると'" 十分加 μ 、
県し重しょう. / 

， 電子レンジ，使う吻合" 電子レンジ則容 I
器時，'欄酬配:~t:付け熱時削
にくいものは時々かき提ぜることM 計れ

i
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r
i
t
i
s
g
t
i
z
-
-阿

察夜以弘，拡"務理醤蝦艶嘗閉してL写す.

1./-:)ヤも食事

，摘却な子? 清司院な.具金健い れ脅i集会食号に
盛り引?ましょう

，食品三 室温に畏〈係修しては」刈?ません.例えば

0-1571J宅温でも 1'-21)分で2倍に唱えます
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